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高病原性鳥インフルエンザ診断法の高度化
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研究の目的・背景等
高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）は、都道府県の家畜保健衛生所において遺伝子検査

により診断される。世界的に流行するHPAIウイルスは遺伝子変異が頻繁に起こるため、ウ
イルスの変化に応じて検査法を見直す必要がある。また、HPAI発生原因ウイルスの性状を
いち早く知るため、次世代シーケンサー(NGS)を用いた全ゲノム配列解析を実施するが、出
力される大量の遺伝子データを解析可能なウイルスゲノム情報に変換するには多くの時間と
労力を要していた。

研究の概要
新規遺伝子検査法は、検出ターゲットを従来法とは異なる遺伝子領域に変更することで検

出感度を上昇させた（表）。また、遺伝子検査の作業過程を2段階から1段階に簡便化して
汚染による誤判定のリスクを低減させた。さらに、次世代シーケンサーで解読した大量の遺
伝子データをウイルスゲノム情報に自動的に変換するソフトウェア、FluGAS (Automatic 
Influenza Genome Assembly and Subtyping system）を開発し、遺伝子データのゲノム情報
への変換の無人化、迅速化を可能にした（図）。

社会実装の状況
新規遺伝子検査法は、農林水産省消費・安全局動物衛生課長通知（令和元年9月27日）を

もって都道府県家畜保健衛生所でのHPAIの遺伝子検査法として採用され、令和2年度18県52
事例のHPAI発生時に本検査法が活用された。また、FluGASを市販化することで、家畜衛生
分野のみならず公衆衛生分野への普及も進み、迅速なウイルス解析が可能となった。なお、
本特許技術を用いた解析システムはCovid-19にも応用され、製品化された。
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新規遺伝子検査法は従来法よりも感度が上昇
していることを、主要なウイルス系統株を用いた試
験により明らかにした。

表 新規遺伝子検査法の感度
NGSで解読

大量遺伝子データ

A・B型別と亜型の出力
ウイルスゲノム情報への自動変換

データベース登録用ファイルの自動作成

データ解析

• 地方自治体 衛生研
究所への導入

• 季節性インフルエン
ザ薬剤耐性ウイルス
推定

• ウイルス遺伝型、伝
播経路の推定

• 鶏への病原性推定/
人への感染リスク/
薬剤耐性推定

家畜衛生 公衆衛生

株数 感度上昇倍率
128 251倍
66 99倍

ユーラシア系統 26 2.4倍
アメリカ系統 6 8倍

ウイルス系統
A型インフルエンザ

H5亜型

H7亜型
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